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３ 医療圏ごとの医師偏在指標及び区域の設定 

本県の医師偏在指標は276.0で全国５位の医師多数都道府県となっています。 

また、二次医療圏ごとにみると、北部が239.5で335医療圏中66位、中部が225.3で同76位、

南部が322.2で同25位、宮古が206.7で同96位、八重山が207.5で同92位となるなど、医師

偏在指標はいずれも上位33.3％以内に入る医師多数区域となります。 

 

４ 医師少数スポットの設定 

本県の離島地域のように、二次医療圏より細かい地域の医療ニーズに応じた対策も必要

となる場合があります。このため、国が示した医師確保計画策定ガイドラインでは、必要に

応じて二次医療圏よりも小さい単位の地域での施策を検討することができるものとし、局所

的に医師が少ない地域を、都道府県が「医師少数スポット」として定め、医師少数区域と同

様に取り扱うことができる、としています。 

本県では全ての区域が医師多数区域となっていますが、医師の確保が困難なへき地

診療所が設置されている地区を医師少数スポットとして設定します。 

 

二次医療圏 対象地区 

北部医療圏 安田（国頭村）、辺土名（国頭村）、塩屋（大宜味村）、平良（東

村）、伊江、伊平屋、伊是名 

中部医療圏 津堅 

南部医療圏 久高、渡嘉敷、座間味、阿嘉、粟国、渡名喜、南大東、北大東 

宮古医療圏 多良間 

八重山医療圏 竹富、黒島、小浜、西表、波照間、与那国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



医師偏在指標　沖縄県内の二次医療圏の状況

※人口10万人対医師数は医師偏在指標の算出に用いられた平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査による値

浦添市

那覇市

豊見城市

糸満市
八重瀬町

南城市

南風原町 与那原町

西原

久髙島

国頭村

東村

大宜味村

名護市

本部町
今帰仁村

伊江村

宜野座村恩納村

金武町

読谷村 うるま市

沖縄市

北中城村

中城村

嘉手納町

北谷町

宜野湾市
津堅島

宮古島市

多良間村

伊平屋村

伊是名村

石垣市

竹富町

与那国町

渡嘉敷村

座間味村

渡名喜村

粟国村

久米島町

中部医療圏

北部医療圏

宮古医療圏

南部医療圏

八重山医療圏北大東村

南大東村

医師偏在指標：239.5 

多数区域 66/335位

人口10万人対医師数：196.0人

医師偏在指標：225.3

多数区域 76/335位

人口10万人対医師数

医師偏在指標：206.7

多数区域 96/335位

人口10万人対医師数：191.7人

医師偏在指標：322.2

多数区域 25/335位

人口10万人対医師数：300.2人

医師偏在指標：207.5

多数区域 92/335位

人口10万人対医師数：158.4人

色塗りされている区域は医師少数スポット
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